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1. アンケート調査の概要 

1.1. 実施概要 

実施時期は、令和 3 年 7 月～9 月に常盤学区全世帯 1,351 世帯に配布し、985 票の回答

を得て回収率は 73%。参考に内閣府の調査概要を併記している。 

  常盤学区アンケート 防災に関する世論調査（内閣府） 

調査実施時期 令和３年７月～９月 平成２９年１１月１６日～１１月２６日 

調査対象 常盤学区全世帯 全国１８歳以上の日本国籍を有する者 

配布数 １,３５１世帯 ３，０００人 

回収数 ９８５票 １，８３９人 

回収率 ７３％ ６１％ 

 

1.2. 町別回収状況 

回答数は総計、985 人。町別の内訳は以下に記載の通り。 

町内会・自治会 回収数 戸数 回収率 

片岡町 64 122 52.5% 

下寺町 22 51 43.1% 

下寺町津田江 31 43 72.1% 

下物町 129 139 92.8% 

芦浦町東 42 60 70.0% 

芦浦町 83 101 82.2% 

長束町 20 43 46.5% 

上寺町 32 66 48.5% 

穴村町 107 136 78.7% 

北大萱町 63 72 87.5% 

志那町 75 125 60.0% 

志那町吉田 78 89 87.6% 

志那中町 154 160 96.3% 

常盤団地 22 42 52.4% 

片岡東 36 49 73.5% 

ホープタウン芦浦 27 53 50.9% 

合計 985 1,351 72.9% 
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1.3. 調査結果概要 

(1) 災害に関する意識 

災害に対する意識として「地震」、「竜巻、突風、台風など風による災害」と回答して

いる住民の割合が高い。 

草津市は、災害経験が少ないエリアであるが、草津市防災アセスメント調査結果による

と地震災害では、草津市全域の人的被害として、琵琶湖西岸断層帯地震では 5,500 人、南

海トラフ巨大地震では 1,050 人が被災するとの結果が出ている。さらに風水害では、2018

年の台風 21 号により、４名の負傷者、住宅の一部損壊が 70 棟の被害が発生した。草津市

では、「洪水・内水ハザードマップ（保存版令和３年６月作成）を作成しており、常盤学

区の浸水深は、宅地でも一部 0.5m 程度の浸水が想定されているエリアがある。特に、常

盤小学校の南側では 0.5m～1.0m の浸水深が想定されていることからも、地震や風水害を

意識している住民の割合が高くなったものと推測される。 

自然災害に関して参考となる情報として、「国や地方公共団体などが公表している災害

危険個所を示した地図」、「災害報道」と回答している住民の割合が高い。常盤学区の住

民は、ハザードマップなど災害の基礎情報の認知率は高いが、被災についてより具体的な

想像ができるように、過去の災害教訓や被災者の体験談を聞くなどの研修が望まれる。 

家族で話し合った内容として「避難の方法、時期、場所」、「食料・飲料水」と回答し

ている住民の割合が高い。 

 

(2) 地震対策に関する意識 

 地震発生時の心配事として「建物の倒壊」、「電気、水道、ガスの供給停止」、「食料、

飲料水、日用品の確保が困難になること」と回答している住民の割合が高い。常盤学区の

特性として、津波や土砂崩れの災害は起こらないことから、液状化現象や建物倒壊の心配

が顕著に表れている。安否確認やライフラインの停止、避難所生活など、災害後の対応や

環境について心配している住民が多い。今後、防災訓練などに取り組み、備えていくこと

で住民の心配を軽減できると考えられる。 

 2018 年台風 21 号の影響により、滋賀県下で 168,000 軒の停電が発生したこと等より、

ライフラインの供給停止を心配している住民の割合が高いと推測される。 

 耐震診断について「耐震診断をしていないが、今後の実施予定はない、わからない」と

回答している住民の割合が高い。 

 耐震改修について「耐震改修または建替えをするつもりはない」と回答している住民の

割合が高い。 

 草津市では、耐震診断を無料で実施しており、耐震改修に伴う補助制度(補助率 80％、

最大 100 万円以下)を設けている。しかし、耐震診断を実施した家屋では、診断結果で耐

震改修が必要となった場合であっても、耐震改修を行わない場合が多い。 
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 耐震改修については、常盤学区の旧耐震基準の大規模住宅が多いため、改修に要する費

用負担が大きいことが予想されるため、建替えを行わない住民の割合が高くなっていると

推測される。耐震改修の補助制度には限界があることから、草津市等行政機関と連携して

対策を検討することが課題である。 

 大地震の備えとして「自宅建物や家財を対象とした地震保険（地震共済を含む）に加入

している」と回答している住民が６割ある。 

 一方、「家具・家電などを固定し、転倒・落下・移動を防止している」と回答している

住民は２割、「家族の安否確認の方法を決めている」は１割、「食料や飲料水、日用品な

どを準備している」等災害時に備えた備蓄に関する項目がほとんど１割程度の回答となっ

ており、災害時に対する備えが取り組まれていないことが課題としてあげられる。 

 さらに、「重量のある家具、家電の一部固定」であっても約半数しか取り組んでいない

状況であり、早急に取り組むべき課題として位置付けておく必要がある。 

 

(3) 防災情報（自然災害全般）に関する意識 

 災害に対する危険性や災害対策として日頃から充実してほしい情報として、「災害時の

避難場所・避難経路」、「居住地域の災害危険個所を示した地区（ハザードマップな

ど）」と回答している住民の割合が高い。 

 災害発生時に充実してほしい情報として「震度・雨量・特別警報などの情報」、「救援

物資が受け取れる場所の情報など」、「ライフラインの復旧見通し」と回答している住民

の割合が高い。 

 救援物資の情報については、Q6 同様に食料や飲料水、日用品などを準備している住民

が少ないことも影響していると推測される。 

さらに、Q4 同様にライフラインの供給停止を心配している住民も多いことから、情報

の充実を望んでいると推測される。 

このように、全国結果と同様に、あらゆる情報の充実を望んでいることが伺える。 

 防災全般に関する知識や情報を入手するために活用するものとして、「テレビ」と回答

している住民が８割、「防災情報のホームページ・アプリなどの情報」と回答している住

民が４割ある。住民の多くは「テレビ」を頼りにする傾向があるが、停電時には活用でき

ないため、「ラジオ」の活用についても進める必要がある。 

 草津市では、防災情報としてホームページを始め、屋外スピーカー、屋外スピーカー電

話自動応答装置、えふえむ草津（FM78.5MHz）、草津市安全安心メール、携帯会社の緊

急速報メール等の複数の手段を用いて情報を収集し、配信している。これらの情報はマス

メディアの情報に比べ、地域のきめ細かな情報を入手することができる。このように、住

民は防災情報を多様な手段で入手することが可能となっていることから、常盤学区の住民

に対しても、防災情報のホームページ・アプリの活用をより進める必要がある。 
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(4) 防災訓練等に関する意識 

 常盤学区では、防災訓練の参加や見学について「参加したことがある」と回答している

住民の割合が高い。 

常盤学区は、町内会・自治会単位で毎年防災訓練を実施している所があるが、学区とし

ての総合防災訓練を実施していないことから、多くの人に参加してもらうとともに、災害

疑似体験をしてもらう等、防災意識を高める訓練を実施することが望まれる。 

常盤学区では、防災訓練に参加、見学しなかった理由として「具体的な日時・場所、申

し込み方法がわからなかったから」、「時間がなかったから」と回答している住民の割合

が高い。 

常盤学区は地域のつながりが強い町内会が多いことから、各種行事（ふれあいまつり、

運動会）に合わせた防災活動を実施する等参加しやすい環境をつくることが求められる。 

 

(5) 自助、共助、公助の対策に関する意識 

 災害時に取るべき対応として、「「自助」に重点をおくべき」と回答している住民の割

合が高い。 

全国平均と比較すると、「「共助」に重点を置くべき」と回答している住民の割合が高

くなっている。 

 常盤学区は、地域とのつながりが強く、地域コミュニティが充実していることもあり、

災害時要援護者支援の取組を行っている町内会・自治会が多いことからも「共助」の取組

を意識している人が多いと推測される。 

 さらに、常盤学区では、重機を保有している事業所が多いことから、建物被害等の対策

として、予め災害時における事業者への協力依頼を行う等協議しておくことが望まれる。 
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2. アンケート調査結果 

2.1. 災害に関する意識について 

Ｑ１ あなたは、自然災害について、ご自分やご家族の場合に当てはめて、災

害の被害に遭うことを具体的に想像したことがありますか。あなたが想像した

ことがある自然災害をいくつでもあげてください。（複数回答可） 

 

(
ア

)
地

震
 

(
イ

)
津

波

(
ウ

)
河

川
の

氾
濫

(
エ

)
土

砂
崩

れ
、

崖
崩

れ

(
オ

)
高

潮

(
カ

)
大

雪

(
キ

)
火

山
噴

火

(
ク

)
竜

巻
、

突
風

、
台

風
な

ど
風

に
よ

る
災

害

(
ケ

)
そ

の
他

(
コ

)
想

像
し

た
こ

と
が

な
い

(
サ

)
わ

か
ら

な
い

0.0%
10.0%
20.0%
30.0%
40.0%
50.0%
60.0%
70.0%
80.0%
90.0%

100.0%

常盤学区 全国

 

常盤学区では、災害に対する意識として「地震」、「竜巻、突風、台風など風による災

害」と回答している住民の割合が高い。 

全国平均と比較すると、「竜巻、突風、台風など風による災害」と回答している住民の

割合が高くなっている。 

草津市は、災害経験が少ないエリアであるが、草津市防災アセスメント調査結果による

と地震災害では、草津市全域の人的被害として、琵琶湖西岸断層帯地震では 5,500 人、南

海トラフ巨大地震では 1,050 人が被災するとの結果が出ている。さらに風水害では、2018

年の台風 21 号により、４名の負傷者、住宅の一部損壊が 70 棟の被害が発生した。 

 



6 

 

Ｑ２ あなたが、自然災害に関して参考になると思うのはどのような情報で

しょうか。いくつでもあげてください。（複数回答可） 

 

(
ア

)
国

や
地

方
公

共
団

体
な

ど
が

公
表

し
て

い
る

災
害

危
険

箇
所

を
示

し
た

地
図

(
イ

)
国

や
地

方
公

共
団

体
な

ど
が

公
表

し
て

い
る

被
害

想
定

(
ウ

)
過

去
の

災
害

教
訓

(
エ

)
災

害
に

あ
っ

た
人

の
体

験
談

(
オ

)
災

害
報

道

(
カ

)
防

災
に

関
す

る
講

演
や

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

な
ど

(
キ

)
災

害
対

策
に

関
す

る
番

組

(
ク

)
災

害
対

策
に

関
す

る
雑

誌
・書

籍

(
ケ

)
そ

の
他

(
コ

)
特

に
な

い

(
サ

)
わ

か
ら

な
い

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

常盤学区 全国

  

 

常盤学区では、自然災害に関して参考となる情報として、「国や地方公共団体などが公

表している災害危険個所を示した地図」、「災害報道」と回答している住民の割合が高い。 

全国平均と比較しても、常盤学区は「国や地方公共団体などが公表している災害危険個

所を示した地図」と回答している住民の割合が高くなっている。 

琵琶湖岸に位置する常盤学区の特性として、草津市防災アセスメント調査結果や自主防

災組織実態調査結果からも琵琶湖岸地域に液状化発生の危険性があり、液状化の予想マッ

プ等作成の要望があがっていることからも伺える。 
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Ｑ３ あなたは、ここ１～２年ぐらいの間に、家族や身近な人と、災害が起き

たらどうするかなどについて、話し合ったことがありますか。 

（
ア

）
あ

る
 

（
イ

）
な

い

（
ウ

）
わ

か
ら

な
い

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

常盤学区 全国

 

 

Ｑ３ＳＱ 話し合った内容について、あげてください。（複数回答可） 

(
ア

)
心

構
え

(
イ

)
避

難
の

方
法

、
時

期
、

場
所

(
ウ

)
食

料
・
飲

料
水

(
エ

)
非

常
持

ち
出

し
品

(
オ

)
家

族
や

親
族

と
の

連
絡

手
段

(
カ

)
家

屋
の

安
全

性

(
キ

)
地

域
の

災
害

危
険

箇
所

(
ク

)
居

住
地

域
で

過
去

に
起

き
た

災
害

(
ケ

)
居

住
地

域
以

外
で

過
去

に
起

き
た

災
害

(
コ

)
そ

の
他

(
サ

)
わ

か
ら

な
い

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

常盤学区 全国

 
常盤学区では、家族で話し合った内容として「避難の方法、時期、場所」、「食料・飲

料水」と回答している住民の割合が高い。 

全国平均と比較すると、「家屋の安全性」を話し合っている住民の割合が比較的高く

なっている。 

 常盤学区では、古い木造住宅（1980 年以前に建てられた住宅）が多く、それらの住宅の

耐震化があまり進んでいないことから、「家屋の安全性」について話し合っている住民が

多いと推測される。 
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2.2. 地震対策に関する意識について 

Ｑ４ もしも、大地震が起こったとしたら、あなたはどのようなことが心配で

すか。（複数回答可） 

(
ア

)
津

波
、

浸
水

、
堤

防
の

決
壊

(
イ

)
土

砂
崩

れ
、

崖
崩

れ

(
ウ

)
地

割
れ

、
陥

没
、

液
状

化
現

象

(
エ

)
火

災
の

発
生

や
ガ

ス
な

ど
の

危
険

物
の

爆
発

(
オ

)
建

物
の

倒
壊

(
カ

)
家

具
・
家

電
な

ど
の

転
倒

(
キ

)
避

難
場

所
に

た
ど

り
着

け
な

い
 

(
ク

)
ガ

ソ
リ

ン
・
灯

油
な

ど
の

燃
料

の
不

足

(
ケ

)
家

族
の

安
否

の
確

認
が

で
き

な
く
な

る
こ

と

(
コ

)
電

気
、

水
道

、
ガ

ス
の

供
給

停
止

(
サ

)
避

難
所

生
活

(
シ

)
治

安
の

混
乱

(
ス

)
原

子
力

発
電

所
事

故

(
セ

)
外

出
先

・
勤

務
先

な
ど

か
ら

帰
宅

す
る

こ
と

が
で

き
な

く
な

る
こ

と

(
ソ

)
食

料
、

飲
料

水
、

日
用

品
の

確
保

が
困

難
に

な
る

こ
と

(
タ

)
そ

の
他

(
チ

)
心

配
な

こ
と

は
な

い

(
ツ

)
わ

か
ら

な
い

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

90.0%

100.0%
常盤学区 全国

 

常盤学区では、地震発生時の心配事として「建物の倒壊」、「電気、水道、ガスの供給

停止」、「食料、飲料水、日用品の確保が困難になること」と回答している住民の割合が

高い。 

全国平均と比較しても同様に「建物の倒壊」、「電気、水道、ガスの供給停止」といっ

たライフラインの供給停止を心配している住民の割合が高くなっている。 

2018 年台風 21 号の影響により、滋賀県下で 168,000 軒の停電が発生したこと等より、

ライフラインの供給停止を心配している住民の割合が高いと推測される。 



9 

 

Ｑ５ あなたのお住まいの「耐震診断」について、この中からあてはまるもの

を１つだけお答えください。（昭和５６年以降に建築された方を除きます。） 

(
ア

)
す

で
に

耐
震

診
断

を
実

施
し

て
お

り
、

耐
震

性
を

有
し

て
い

た

(
イ

)
す

で
に

耐
震

診
断

を
実

施
し

て
お

り
、

耐
震

性
が

不
足

し
て

い
た

(
ウ

)
す

で
に

耐
震

診
断

を
実

施
し

た
が

、
結

果
に

つ
い

て
は

わ
か

ら
な

い

(
エ

)
耐

震
診

断
を

し
て

い
な

い
が

、
今

後
、

実
施

す
る

予
定

が
あ

る

(
オ

)
耐

震
診

断
を

し
て

い
な

い
が

、
今

後
、

実
施

す
る

予
定

は
な

い

(
カ

)
耐

震
診

断
を

し
て

い
な

い
が

、
今

後
の

実
施

予
定

は
わ

か
ら

な
い

(
キ

)
わ

か
ら

な
い

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

40.0%

45.0%

50.0%

常盤学区 全国

 

常盤学区では、耐震診断について「耐震診断をしていないが、今後の実施予定はない、

わからない」と回答している住民の割合が高い。 

全国平均と比較しても同様に「耐震診断をしていないが、今後の実施予定はない、わか

らない」と回答している住民の割合が高くなっている。 

草津市では、耐震診断を無料で実施しており、耐震改修に伴う補助制度(補助率 80％、

最大 100 万円以下)を設けている。しかし、耐震診断を実施した家屋では、診断結果で耐

震改修が必要となった場合であっても、耐震改修を行わない場合が多い。 
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Ｑ５ＳＱ それでは、あなたのお住まいの「耐震改修」についてはどうでしょ

うか。あてはまるものを１つだけお答えください。 

(
ア

)
す

で
に

、
耐

震
改

修
を

実
施

し
た

(
イ

)
今

後
、

耐
震

改
修

ま
た

は
建

替
え

を
す

る
予

定
が

あ
る

(
ウ

)
耐

震
改

修
ま

た
は

建
替

え
の

予
定

は
な

い
が

、
今

後
、

実
施

す
る

必
要

が
あ

る
と

考
え

て
い

る

(
エ

)
耐

震
改

修
ま

た
は

建
替

え
を

す
る

つ
も

り
は

な
い

(
オ

)
わ

か
ら

な
い

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

40.0%

45.0%

50.0%

常盤学区 全国

 

 常盤学区では、耐震改修について「耐震改修または建替えをするつもりはない」と回答

している住民の割合が高い。 

 耐震改修については、常盤学区の旧耐震基準の大規模住宅が多いため、改修に要する費

用負担が大きいことが予想されるため、建替えを行わない住民の割合が高くなっていると

推測される。耐震改修の補助制度には限界があることから、草津市等行政機関と連携して

対策を検討することが課題である。 
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Ｑ６ あなたの家では、大地震が起こった場合に備えて、どのような対策を

とっていますか。いくつでもあげてください。（複数回答可） 

(
ア

)
消

火
器

や
水

を
は

っ
た

バ
ケ

ツ
を

準
備

し
て

い
る

(
イ

)
感

震
ブ

レ
ー

カ
ー

（
揺

れ
を

感
知

し
て

電
気

を
止

め
る

器
具

）
を

設
置

し
て

い
る

(
ウ

)
自

宅
建

物
や

家
財

を
対

象
と

し
た

地
震

保
険

（
地

震
共

済
を

含
む

）
に

加
入

し
て

い
る

(
エ

)
家

具
・
家

電
な

ど
を

固
定

し
、

転
倒

・
落

下
・
移

動
を

防
止

し
て

い
る

(
オ

)
近

く
の

学
校

や
公

園
な

ど
、

避
難

す
る

場
所

を
決

め
て

い
る

(
カ

)
防

災
訓

練
に

積
極

的
に

参
加

し
て

い
る

(
キ

)
家

族
の

安
否

確
認

の
方

法
な

ど
を

決
め

て
い

る

(
ク

)
食

料
や

飲
料

水
、

日
用

品
な

ど
を

準
備

し
て

い
る

(
ケ

)
自

家
用

車
の

燃
料

を
十

分
に

補
給

す
る

よ
う

に
し

て
い

る

(
コ

)
停

電
時

に
作

動
す

る
足

元
灯

や
懐

中
電

灯
な

ど
を

準
備

し
て

い
る

(
サ

)
い

つ
も

風
呂

の
水

を
た

め
お

き
し

て
い

る

(
シ

)
外

出
時

に
は

、
携

帯
電

話
や

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
な

ど
の

予
備

電
池

を
携

帯
し

て
い

る

(
ス

)
非

常
持

ち
出

し
用

衣
類

、
毛

布
な

ど
を

準
備

し
て

い
る

(
セ

)
貴

重
品

な
ど

を
す

ぐ
持

ち
出

せ
る

よ
う

に
準

備
し

て
い

る

(
ソ

)
そ

の
他

(
タ

)
特

に
何

も
し

て
い

な
い

(
チ

)
わ

か
ら

な
い

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

常盤学区 全国

 

常盤学区では、大地震の備えとして「自宅建物や家財を対象とした地震保険（地震共済

を含む）に加入している」と回答している住民が６割ある。全国平均と比較しても同様に、

「地震保険に加入している」と回答している住民の割合が高くなっている。 

一方、「家具・家電などを固定し、転倒・落下・移動を防止している」と回答している

住民は２割、「家族の安否確認方法を決めている」と回答している住民は１割、「食料や

飲料水、日用品などを準備している」等災害時に備えた備蓄に関する項目がほとんど１割

程度の回答となっており、災害時に対する備えが取り組まれていないことが課題としてあ

げられる。 
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（Ｑ６で「（エ）家具・家電などを固定し、転倒・落下・移動を防止してい

る」をあげた方に） 

Ｑ６ＳＱａ 家具・家電などの転倒・落下・移動による被害の防止対策はどの

程度まで対策ができていますか。１つだけお答えください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 常盤学区では、家具、家電の固定状況についてみると、「重量のある家具・家電などの

位一部の固定はできている」と回答している住民は約半数にとどまっている。 

全国平均と比較しても同様の傾向がみられる。 

このことから、「家具・家電の固定」に早急に取り組むべき課題として位置付けておく

必要がある。 

 

(
ア

)
ほ

ぼ
全

て
の

家
具

・
家

電
な

ど
の

固
定

が
で

き
て

い
る

(
イ

)
重

量
の

あ
る

家
具

・
家

電
な

ど
の

固
定

は
で

き
て

い
る

(
ウ

)
重

量
の

あ
る

家
具

・
家

電
な

ど
の

半
分

程
度

の
固

定
は

で
き

て
い

る

(
エ

)
重

量
の

あ
る

家
具

・
家

電
な

ど
の

一
部

の
固

定
は

で
き

て
い

る

(
オ

)
わ

か
ら

な
い

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

40.0%

45.0%

50.0%
常盤学区 全国



13 

 

Ｑ６ＳＱｂ 家具・家電などの転倒・落下・移動防止対策ができていない理由

は何ですか。（複数回答可） 

 

(
ア

)
自

分
で

は
で

き
な

い
と

思
う

か
ら

(
イ

)
家

具
や

壁
な

ど
に

傷
を

つ
け

る
か

ら

(
ウ

)
面

倒
だ

か
ら

(
エ

)
お

金
が

か
か

る
か

ら

(
オ

)
地

震
は

起
こ

ら
な

い
と

思
う

か
ら

(
カ

)
地

震
が

起
き

て
も

危
険

で
は

な
い

と
思

う
か

ら

(
キ

)
固

定
し

て
も

効
果

が
な

い
と

思
う

か
ら

(
ク

)
や

ろ
う

と
思

っ
て

い
る

が
先

延
ば

し
に

し
て

し
ま

っ
て

い
る

か
ら

(
ケ

)
そ

の
他

(
コ

)
特

に
な

い

(
サ

)
わ

か
ら

な
い

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

40.0%

45.0%

常盤学区 全国
 

 常盤学区では、家具・家電などの転倒・落下・移動防止対策ができていない理由として、

「やろうと思っているが先延ばしにしてしまっているから」と回答している住民の割合が

高い。 

全国平均と比較しても同様の傾向を示している。 
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Ｑ６ＳＱｃ 地震保険に加入していない理由は何ですか。（複数回答可） 

(
ア

)
保

険
料

が
高

い
か

ら

(
イ

)
地

震
が

起
き

て
も

建
物

被
害

を
受

け
な

い
と

思
う

か
ら

(
ウ

)
地

震
保

険
だ

け
で

は
、

家
を

再
建

で
き

な
い

と
思

う
か

ら

(
エ

)
地

震
は

起
こ

ら
な

い
と

思
う

か
ら

(
オ

)
地

震
保

険
の

内
容

が
よ

く
わ

か
ら

な
い

か
ら

(
カ

)
地

震
保

険
の

加
入

を
勧

め
ら

れ
な

か
っ

た
か

ら

(
キ

)
ど

こ
に

相
談

し
た

ら
よ

い
か

わ
か

ら
な

か
っ

た
か

ら

(
ク

)
そ

の
他

(
ケ

)
特

に
な

い

(
コ

)
わ

か
ら

な
い

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

常盤学区 全国
 

常盤学区では、地震保険に加入していない理由として、「地震保険料が高いから」、

「地震保険だけでは家を再建できないと思うから」と回答している住民の割合が高い。 

全国平均と比較しても同様の傾向を示している。 
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2.3. 防災情報（自然災害全般）に関する意識について 

Ｑ７ あなたがお住まいになっている地域の災害の危険性や災害対策について、

普段から充実してほしいと思う情報は何ですか。（複数回答可） 

(
ア

)
居

住
地

域
で

過
去

に
災

害
が

発
生

し
た

場
所

を
示

す
地

図

(
イ

)
災

害
時

の
避

難
場

所
・
避

難
経

路

(
ウ

)
居

住
地

域
の

災
害

危
険

箇
所

を
示

し
た

地
図

（
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

な
ど

）

(
エ

)
災

害
情

報
に

関
す

る
標

識
類

の
意

味
や

内
容

(
オ

)
学

校
や

医
療

機
関

な
ど

の
公

共
施

設
の

耐
震

性

(
カ

)
避

難
勧

告
や

避
難

指
示

な
ど

災
害

情
報

の
意

味
や

周
知

方
法

(
キ

)
雨

量
や

震
度

な
ど

の
気

象
情

報
の

意
味

や
内

容

(
ク

)
そ

の
他

(
ケ

)
特

に
な

い

(
コ

)
わ

か
ら

な
い

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

40.0%

45.0%

50.0%

常盤学区 全国

 

常盤学区では、災害に対する危険性や災害対策として日頃から充実してほしい情報とし

て、「災害時の避難場所・避難経路」、「居住地域の災害危険個所を示した地区（ハザー

ドマップなど）」と回答している住民の割合が高い。 

全国平均と比較しても同様の傾向を示している。 
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Ｑ８ では、実際に自然災害が起こったときに、充実してほしい情報は何です

か。（複数回答可） 

常盤学区では、災害発生時に充実してほしい情報として「震度・雨量・特別警報などの

情報」、「救援物資が受け取れる場所の情報など」、「ライフラインの復旧見通し」と回

答している住民の割合が高い。 

全国平均と比較しても同様の傾向がみられる。 

救援物資の情報については、Q6 同様に食料や飲料水、日用品などを準備している住民

が少ないことも影響していると推測される。 

さらに、Q4 同様にライフラインの供給停止を心配している住民も多いことから、情報

の充実を望んでいると推測される。 

このように全国結果と同様に、あらゆる情報の充実を望んでいることが伺える。 

(
ア

)
震

度
・
雨

量
・
特

別
警

報
な

ど
の

情
報

(
イ

)
地

域
の

危
険

箇
所

(
ウ

)
職

場
・
学

校
の

被
害

状
況

(
エ

)
道

路
や

交
通

機
関

の
渋

滞
・
運

行
状

況

(
オ

)
自

治
体

に
よ

る
避

難
指

示
な

ど

(
カ

)
避

難
場

所
（
災

害
か

ら
命

を
守

る
た

め
に

緊
急

的
に

避
難

す
る

施
設

・
場

所
）

(
キ

)
避

難
所

（
避

難
生

活
を

過
ご

す
学

校
、

公
民

館
な

ど
の

施
設

）

(
ク

)
家

族
や

知
人

の
安

否

(
ケ

)
け

が
人

や
救

急
患

者
の

受
入

れ
病

院

(
コ

)
救

援
物

資
が

受
け

取
れ

る
場

所
の

情
報

な
ど

(
サ

)
ガ

ソ
リ

ン
な

ど
燃

料
を

給
油

で
き

る
場

所
の

情
報

(
シ

)
ラ

イ
フ

ラ
イ

ン
の

復
旧

見
通

し

(
ス

)
そ

の
他

(
セ

)
特

に
な

い

(
ソ

)
わ

か
ら

な
い

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

常盤学区 全国
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Ｑ９ あなたが、防災全般に関する知識や情報を入手するために、今後、積極的に活用し

たいものはどれですか。（複数回答可） 

常盤学区では、防災全般に関する知識や情報を入手するために活用するものとして、

「テレビ」と回答している住民が８割、「防災情報のホームページ・アプリなどの情報」

と回答している住民が４割ある。住民の多くは「テレビ」を頼りにする傾向があるが、停

電時には活用できないため、「ラジオ」の活用についても進める必要がある。 

全国平均と比較しても同様に「テレビ」を活用した情報収集となっている。 

草津市では、防災情報としてホームページを始め、屋外スピーカー、屋外スピーカー電

話自動応答装置、えふえむ草津（FM78.5MHz）、草津市安全安心メール、携帯会社の緊

急速報メール等の複数の手段を用いて情報を収集し、配信している。これらの情報はマス

メディアの情報に比べ、地域のきめ細かな情報を入手することができる。このように、住

民は防災情報を多様な手段で入手することが可能となっていることから、常盤学区の住民

に対しても、防災情報のホームページ・アプリの活用をより進める必要がある。 

(
ア

)
テ

レ
ビ

(
イ

)
ラ

ジ
オ

(
ウ

)
新

聞

(
エ

)
雑

誌
・
書

籍

(
オ

)
国

や
地

方
公

共
団

体
な

ど
の

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

(
カ

)
防

災
訓

練
・
避

難
訓

練

(
キ

)
防

災
に

関
す

る
展

示
会

・
講

演
会

・
セ

ミ
ナ

ー
・
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
な

ど

(
ク

)
防

災
情

報
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

・
ア

プ
リ

な
ど

の
情

報

 (
ケ

)
ツ

イ
ッ

タ
ー

・
フ

ェ
イ

ス
ブ

ッ
ク

な
ど

の
情

報

(
コ

)
地

域
の

会
合

(
サ

)
防

災
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア

(
シ

)
勤

務
先

(
ス

)
家

族
・
知

人

(
セ

)
そ

の
他

(
ソ

)
特

に
な

い

(
タ

)
わ

か
ら

な
い

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

90.0%

常盤学区 全国
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2.4. 防災訓練等に関する意識について 

Ｑ10 国や地方公共団体、自治会などでは、毎年、地震や豪雨などを想定した

防災訓練を行っています。あなたは、今までに防災訓練に参加したり見学した

ことがありますか。１つだけお答えください。 

常盤学区では、防災訓練の参加や見学について「参加したことがある」と回答している

住民の割合が高い。 

全国平均と比較しても同様の傾向を示している。 

常盤学区では、町内会・自治会単位で毎年防災訓練を実施している所があるが、学区と

しての総合防災訓練を実施していないことから、多くの人に参加してもらうとともに、災

害疑似体験をしてもらう等、防災意識を高める訓練を実施することが望まれる。 

 

(
ア

)
参

加
し

た
こ

と
が

あ
る

(
イ

)
参

加
し

た
こ

と
は

な
い

が
、

見
学

し
た

こ
と

は
あ

る

(
ウ

)
訓

練
が

行
わ

れ
て

い
る

こ
と

は
知

っ
て

い
た

が
、

参
加

し
た

り
見

学
し

た
こ

と
は

な
い

(
エ

)
訓

練
が

行
わ

れ
て

い
る

こ
と

を
知

ら
な

か
っ

た

(
オ

)
わ

か
ら

な
い

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

常盤学区 全国
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（Ｑ10 で「（ア）参加したことがある」、「（イ）参加したことはないが、見

学したことはある」と答えた方に） 

Ｑ10ＳＱａ 防災訓練に参加したり見学してみてどのようなことを感じました

か。（複数回答可） 

 

 常盤学区では、防災訓練の参加、見学で感じたこととして、「防災の大切さを知る機会

となった」、「災害時に自ら取るべき行動について知る機会となった」と回答している住

民の割合が高い。 

 全国平均と比較しても同様の傾向を示している。 

 防災訓練に参加、見学することにより、防災意識が高まることから、学区全体の総合防

災訓練を実施し、疑似災害体験をしてもらうことが求められる。 

 

(
ア

)
防

災
の

大
切

さ
を

知
る

機
会

と
な

っ
た

(
イ

)
災

害
時

に
自

ら
が

取
る

べ
き

行
動

に
つ

い
て

知
る

機
会

と
な

っ
た

(
ウ

)
災

害
時

の
防

災
組

織
の

活
動

に
つ

い
て

知
る

機
会

と
な

っ
た

(
エ

)
内

容
が

形
式

的
で

あ
っ

た
り

イ
ベ

ン
ト

化
し

た
り

し
て

い
た

(
オ

)
住

民
・
企

業
・
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
な

ど
地

域
全

体
の

連
携

が
と

れ
て

い
な

か
っ

た

(
カ

)
参

加
者

が
限

ら
れ

て
い

る
の

で
、

よ
り

多
く
の

人
が

参
加

で
き

る
よ

う
に

す
る

と
よ

い
と

思
っ

た

(
キ

)
そ

の
他

(
ク

)
特

に
感

想
は

な
い

(
ケ

)
わ

か
ら

な
い

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

常盤学区 全国
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（Ｑ10 で「（ウ）訓練が行われていることは知っていたが、参加したり見学し

たことはない」と答えた方に） 

Ｑ10ＳＱｂ 防災訓練に参加したり見学したことがないのはなぜですか。（複

数回答可） 

 

 常盤学区では、防災訓練に参加、見学しなかった理由として「具体的な日時・場所、申

し込み方法がわからなかったから」、「時間がなかったから」と回答している住民の割合

が高い。 

 常盤学区は地域のつながりが強い町内会が多いことから、各種行事（ふれあいまつり、

運動会）に合わせた防災活動を実施する等参加しやすい環境をつくることが求められる。 

(
ア

)
具

体
的

な
日

時
・
場

所
、

申
し

込
み

方
法

が
わ

か
ら

な
か

っ
た

か
ら

(
イ

)
会

場
に

行
く
の

が
大

変
だ

っ
た

か
ら

(
ウ

)
関

心
・
興

味
が

な
か

っ
た

か
ら

(
エ

)
時

間
が

な
か

っ
た

か
ら

(
オ

)
知

り
合

い
が

参
加

し
て

い
な

か
っ

た
か

ら

(
カ

)
自

分
は

災
害

に
遭

わ
な

い
と

思
っ

た
か

ら

(
キ

)
そ

の
他

(
ク

)
特

に
理

由
は

な
い

(
ケ

)
わ

か
ら

な
い

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

常盤学区 全国
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2.5. 自助、共助、公助の対策に関する意識について 

Ｑ11 災害が起こったときに取るべき対応として、あなたの考えに最も近いも

のはどれですか。１つだけお答えください。 

 

常盤学区では、災害時に取るべき対応として、「「自助」に重点をおくべき」と回答し

ている住民の割合が高い。 

全国平均と比較すると、「「共助」に重点を置くべき」と回答している住民の割合が高

くなっている。 

 常盤学区は、地域とのつながりが強く、地域コミュニティが充実していることもあり、

災害時要援護者支援の取組を行っている町内会・自治会が多いことからも「共助」の取組

を意識している人が多いと推測される。 

 さらに、常盤学区では、重機を保有している事業所が多いことから、建物被害等の対策

として、予め災害時における事業者への協力依頼を行う等協議しておくことが望まれる。 

 

(
ア

)
「
自

助
」
に

重
点

を
お

く
べ

き

(
イ

)
「
共

助
」
に

重
点

を
お

く
べ

き

(
ウ

)
「
公

助
」
に

重
点

を
お

く
べ

き

(
エ

)
「
自

助
」
、

「
共

助
」
、

「
公

助
」
の

バ
ラ

ン
ス

を
と

る
べ

き

(
オ

)
そ

の
他

(
カ

)
わ

か
ら

な
い

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

40.0%

45.0%

常盤学区 全国
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2.6. 常盤学区における防災上の特性について 

Ｑ12 防災上、常盤学区で心配することはどれですか。（複数回答可） 

638

584

189

236

61

221

407

90

277

104

62

0 100 200 300 400 500 600 700

(ア)災害の経験がほとんどない

(イ)少子高齢化（特に昼間は高齢化が顕著）

(ウ)広域避難所が1箇所しかない

(エ)店舗が極少

(オ)消防団員の確保が困難

(カ)液状化による被害が心配

(キ)木造家屋が大半

(ク)自主防災組織の形骸化

(ケ)停電時に下水道マンホールポンプが停止し、トイレが使え…

(コ)地域のつながりが希薄化

(サ)その他

 

 

Ｑ13 防災上、常盤学区では比較的有利であると思うことはどれですか。（複

数回答可） 

106

516

150

104

69

0 100 200 300 400 500 600

（ア）自主防災組織が充実している

（イ）地域のつながりが強い

（ウ）食材が豊富

（エ）重機保有者が多数おられる

（オ）その他
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あなたご自身のことについてお伺いします。 

Ｆ１ 【性】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｆ２ 【年齢】あなたは、おいくつですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｆ３ 【従業上の地位】あなたのお仕事についてお伺いします。あなたは、こ

の中のどれにあたりますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(ア)雇用者（役

員を含む）

39%

(イ)自営業主

（家庭内職者を

含む）

10%

(ウ)家族従業者

4%

(エ)無職（主

婦、主夫、学生

を含む）

47%

(ア)１８～１９歳 (イ)２０～２４歳 (ウ)２５～

２９歳

(エ)３０～３４歳

(オ)３５～３９歳

(カ)４０～４４歳

(キ)４５～４９歳

(ク)５０～５４歳, 

10%

(ケ)５５～５９歳
(コ)６０～

６４歳
(サ)６５～６９歳

(シ)７０～７４歳

(ス)７５～７９歳

(セ)８０歳以上

男性, 595, 

62%

女性, 358, 

38%
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Ｆ４ 【住宅の所有形態】あなたのお住まいは、このように分けた場合、どれ

にあたりますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｆ５ 【住宅の構造】あなたのお住まいの造りは、このように分けた場合、ど

れにあたりますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(ア)持ち家

96%

(イ)賃貸住宅

3%

(ウ)無回答

1%

(ア)木造

72%

(イ)防火木造

12%

(ウ)非木造

14%

(エ)無回答

2%
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Ｆ６ 【住宅の建て方】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｆ７ 【住宅の建築年】あなたのお住まいの建築年は、このように分けた場合、

どれにあたりますか。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(ア)一戸建て

97%

(イ)共同住宅

（２階建てま

で）

1%

(ウ)共同住宅

（３階建て以

上）

2%

(ア)1980年（昭和55年）以前

33%

(イ)1981年（昭和56年）から

1999年（平成11年）以前

39%

(ウ)2000年（平成12年）

以降

25%

(エ)わからない

3%
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常盤学区地区防災計画 別冊２ 

 


